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。



広報いとう 2

経済・雇用を守る事業

子育て・教育を守る事業

命を守る事業

特別定額給付金給付事業

令和２年度　市の決算状況から見る 新型コロナウイルス感染症対策事業

12億4,840万円

4億2,772万円

3億7,564万円

68億3,052万円

済対策、新しい生活様式への対応に必要な経費などを計上しました。令和２年度の新型コロナウイルス感染症対策
関連の決算のうち、主な事業についてお知らせします。

●観光宣伝補助事業
●小口資金貸付金利子補給金
●新型コロナウイルス感染症関連相談業務
●�伊豆半島の観光を支援するための美しい伊豆創造セン
ターへの補助金
●県信用保証協会負担金

●新型コロナウイルス感染症対策中小企業等応援給付金
●経済変動対策資金貸付金利子補給基金積立金
●プレミアム付商品券事業
●経済変動対策貸付金利子補給金
●Yahoo!ショッピングを利用した消費対策キャンペーン

●令和２年度１学期の学校給食費無償化
●子育て支援医療費助成事業
●�令和２年度の保育園給食費無償化�
（３歳・４歳児の４月～７月分）

●�小中学校情報教育推進事業�
（１人１台のパソコンの整備）
●ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
●子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

●�市役所庁舎における新型コロナウイルス感染症予防対
策経費
●新型コロナウイルス感染症対策用品購入事業
●ゴミ収集拠点機能の分散化

●新型コロナウイルス感染症予防対策協力金
●新型コロナウイルス感染症対策奨励金支給事業
●子育て・教育関連感染症対策事業
●新型コロナウイルス感染症予防対策事業
●公共交通事業者に対する感染症対策に係る補助金
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COVID-19

市独自の新型コロナウイルス感染症対策事業

令和２年度　市の決算状況から見る

15億8,600万円

新型コロナウイルス感染症により、市民生活や経済活動への影響が大きくなった状況を踏まえ、令和２年度は計
12 回の補正予算を編成しました。新型コロナウイルス感染症拡大の防止に必要な経費のほか、市独自の経

●新型コロナウイルス感染症対策中小企業等応援給付金
　売上げが大幅に落ち込んでいる事業者に対して、減収幅に応じて最
大 20万円の給付金を支給
●新型コロナウイルス感染症予防対策協力金
　休業要請の対象となり、指定期間内において休業した事業者に協力
金 20万円を支給
●プレミアム付商品券事業
　市内経済の活性化策として、上乗せ率 20％のプレミアム付き商品
券事業を実施
●経済変動対策貸付金利子補給金
　新型コロナウイルス感染症対応枠として実施された静岡県経済変動
対策資金融資制度に併せて、市が実施した利子補給金の上乗せ
●経済変動対策資金貸付金利子補給基金積立金
　経済変動対策資金貸付金利子補給金に係る、令和３年度以降の債務
負担行為設定額の財源とするための新たな基金を設置
●Yahoo! ショッピングを利用した消費対策キャンペーン
　積極的な誘致ができない状況において、市の名産品をネット販売で
ＰＲして売上げの増加を図るとともに、事態が収束した後に市へ来遊
してもらえる仕組みの構築
●観光宣伝補助事業
　ゴールデンウィーク期間の宿泊をキャンセルした人に対する案内状
の送付や、市民限定の市内宿泊施設助成事業
●令和２年度１学期の学校給食費無償化
●令和２年度の保育園給食費無償化（３歳・４歳児の４月～７月分）
●新型コロナウイルス感染症対策奨励金支給事業
　感染防止対策を実施した市内飲食店へ奨励金を支給
●子育て支援医療費助成事業
　負担が増加している子育て世帯の負担軽減策として、18歳までの
子どもの医療費に係る自己負担分を無償化
●小口資金貸付金利子補給金
　市内経済対策として実施した小口資金貸付金利子補給金の拡充
●新型コロナウイルス感染症関連相談業務
　市内事業者を対象に、雇用調整助成金など各種労働関係支援策につ
いて、社会保険労務士による個別相談会を開催
� ほか
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対象人口
令和２年度末

67,396 人
令和元年度末

68,150 人

市税
29.5%

106億3,806万円

繰入金
4.0%

14億5,902万円

歳入
360億
3,542万円

依存財源
60.3%
依存財源
60.3%

自主財源
39.7%
自主財源
39.7%

使用料及び手数料
1.8%

6億4,309万円

諸収入ほか
4.4%

15億8,329万円

国庫支出金
33.6%

121億548万円

地方特例交付金ほか
1.1%

4億535万円

地方消費税交付金
4.1%

14億9,016万円

県支出金
5.2%

18億6,747万円

地方交付税
10.5%

37億7,850万円

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。

市債
5.7%

20億6,500万円

10638060000
1459020000
643090000
1583290000
12105480000
3778500000
2065000000
1867470000
1490160000
405350000

歳出
351億
6,831万円

総務費
28.6%

100億4,787万円

民生費
28.2%

99億2,064万円

衛生費
10.1%

35億3,509万円

土木費
7.2%

25億2,508万円

教育費
7.1%

24億9,177万円

公債費
7.0%

24億4,549万円

観光商工費
6.1%

21億3,485万円

消防費
4.4%

15億5,925万円

労働費ほか
1.4%

5億827万円

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。

10638060000
1459020000
643090000
1583290000
12105480000
3778500000
2065000000
1867470000
1490160000
405350000

市
で
は
地
方
自
治
法
と
条
例
に

基
づ
き
、
年
に
２
回
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、

令
和
２
年
度
の
決
算
状
況
と
令
和

３
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）

の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
令
和
２
年
度

決
算
を
７
項
目
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

 

令
和
２
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
81
億
８
４
２
６
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
前

年
度
に
比
べ
12
万
６
０
０
８
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。
市
税
や
使
用

料
及
び
手
数
料
は
減
額
し
ま
し
た

が
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
消
費
税

交
付
金
が
増
額
し
た
た
め
歳
入
増

と
な
り
ま
し
た
。
市
税
や
使
用
料

な
ど
、市
で
賄
え
る
「
自
主
財
源
」

は
39
・
７
％
で
し
た
。

令
和
２
年
度
の
歳
出
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
78
億
３
４
０
７
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

12
万
７
２
７
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
歳
出
増
の
要
因
と
し
て
は
、

特
別
定
額
給
付
金
に
よ
る
総
務
費

の
増
額
を
始
め
と
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

経
費
の
増
額
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

歳　　入

歳　　出

一般会計

一般会計

総額
360 億

3,542 万円

総額
351 億

6,831 万円

前年度から 81 億 8,426 万円の増額
市民１人当たりに換算すると 12 万 6,008 円の増額

前年度から 78 億 3,407 万円の増額
市民１人当たりに換算すると 12 万 727 円の増額

市の財政状況市の財政状況

問財政課　☎ 32-1251

市民１人当たりの行政経費
総務費 14 万 9,087 円
民生費 14 万 7,199 円
衛生費 5 万 2,453 円
土木費 3 万 7,466 円
教育費 3 万 6,972 円
公債費 3 万 6,285 円
観光商工費ほか 6 万 2,354 円

計 52 万 1,816 円

市民 1 人当たり借入金残高
（市債現在高）

令和２年度
１人当たり 68 万 3,689 円
総　　　額 460 億 7,793 万円

令和元年度
１人当たり 68 万 8,779 円
総　　　額 469 億 4,032 万円

市民 1 人当たりの市税負担
固定資産税 7 万 7,556 円
市民税 5 万  254 円
都市計画税 1 万 6,525 円
市たばこ税 7,703 円
軽自動車税 2,978 円
入湯税 2,828 円

計 15 万 7,844 円

市民 1 人当たり預金残高
（基金現在高）

令和２年度
１人当たり 13 万 9,348 円
総　　　額 93 億 9,147 万円

令和元年度
１人当たり 14 万 3,590 円
総　　　額 97 億 8,569 万円
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処理場やポンプ場の
運転管理などに要する経費

33.4%
5億3,388万円

支払利息
12.0%

1億9,233万円

減価償却費
52.0%

8億3,058万円

修繕費
0.2%
291万円その他経費

2.4%
3,797万円

その他収入
0.6%
940万円

受益者負担金など
0.5%
336万円

国庫補助金
17.4%

1億2,121万円

他会計補助金
8.6%

6,007万円

他会計出資金
14.1%
9,815万円

固定資産購入費
0.2%
258万円

長期前受金戻入
21.3%

3億4,780万円

他会計負担金
29.2%

4億7,613万円

下水道使用料
22.9%

3億7,435万円

下水道管や処理場などの
建設工事に要した経費

30.5%
3億6,287万円企業債

59.5%
4億1,490万円

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。
※収入が支出に対して不足する4億9,393万円は減価償却費などの
　内部留保資金などで補いました。

他会計補助金
26.0%

4億2,366万円

収益的収支
汚れた水を集めて、

きれいにするための収入と支出

収入
16億

3,134万円

支出
15億

9,767万円

資本的収支
終末処理場や下水道管を整備、
更新するための収入と支出

収入
6億

9,769万円

支出
11億

9,162万円

企業債償還金
69.3%

8億2,617万円

特別会計

財政健全化
判断比率の
状　　　況

□地方交付税
市区町村の財政状況に応じ
て、国から交付されるお金

□市債
公共施設の建設や整備など
をするため、国などから借
り入れるお金

□自主財源
市が独自に調達できるお金

□依存財源
国や県から交付されたり、
銀行などから借りたりする
お金

□公債費
借入金の元金と利子を返済
するためのお金

伊
東
市
は
ど
の
数
値
も
健
全

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
全

化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
算
定

し
ま
し
た
。
ど
の
数
値
も
国
が
定
め
た

基
準
を
下
回
り
、
健
全
段
階
に
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
の
さ
ら
な
る
健
全
化
へ

し
か
し
、
市
内
経
済
の
景
気
の
状
況

を
考
え
る
と
市
税
の
大
幅
な
増
収
は
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
楽
観
視
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
行
財
政
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
財
政
の
さ
ら
な

る
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

用 語 解 説

会　計　別 収入済額 支出済額
競輪事業 228 億 5,335 万円 223 億 3,885 万円

国民健康保険事業 87 億 106 万円 85 億 4,207 万円
土地取得 2,603 万円 2,595 万円
霊園事業 3,344 万円 3,323 万円

介護保険事業 83 億 9,495 万円 83 億 5,252 万円
後期高齢者医療 21 億 8,331 万円 21 億 5,961 万円
合　　　　計 421 億 9,214 万円 414 億 5,223 万円

指標 伊東市の比率 早期健全化基準 財政再生基準
① 実質赤字比率 ―（4.25％の黒字） 12.72% 20.0%
② 連結実質赤字比率 ―（29.38％の黒字） 17.72% 30.0%
③ 実質公債費比率 5.9% 25.0% 35.0%
④ 将来負担比率 16.0% 350.0% ―

財政健全化判断比率の状況

⑤資金不足比率の状況
　下水道事業会計、水道事業会計、病院事業会計の３つの会計とも資金不足は
ありませんでした（国の経営健全化基準は 20％）。

※ ①・③・④は一般会計、土地取得
特別会計、霊園事業特別会計を合
わせた標準財政規模（通常収入が
見込まれる一般財源の規模）に対
する赤字や公債費の比率。⑤は公
営企業ごとの事業規模に対する資
金の不足額の比率。

会計決算

下水道事業

下水道
 雨水も汚水も

すーいすい
（本年度の下水道推進標語）

問下水道課
☎ 32-1821

下水道事業は、令和２年度から地方公営企業法を適用しました。
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職員給与費
2.6%

1,509万円

交付金
16.1%
9,529万円

修繕費及び工事費
23.5%

1億3,891万円

減価償却費
及び除却費
48.5%

2億8,604万円

支払利息
8.8%

5,194万円

その他経費
0.5%
295万円

その他医業外収益
1.0%
422万円

長期前受金戻入
3.9%

1,618万円

長期貸付金回収金
19.5%
1,976万円

協会負担金
24.3%
1億円

他会計負担金
54.1%

2億2,256万円

国県補助金
2.7%

1,129万円

受取利息配当金
0.5%
187万円

医業収益
13.4%
5,500万円企業債償還金

100%
1億5,964万円

他会計出資金
80.5%
8,144万円

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。
※収入が支出に対して不足する5,844万円は、
　減価償却費などの内部留保資金などで補いました。

収益的収支
病院の管理運営に
関する収入と支出

収入
４億

1,112万円

支出
５億

9,022万円

資本的収支
病院施設の整備や医療機器の
購入に伴う収入と支出

収入
１億
120万円

支出
１億

5,964万円

減価償却費
51.1%

7億5,600万円

施設の修繕や
電気料など水を
送るための費用
31.5%

4億6,578万円

料金の収納や
運営のための費用

9.6%
1億4,169万円

借入金の利息
5.5%

8,182万円

その他
2.4%

3,528万円

その他
14.3%

2億3,272万円

水道料金
85.7%

13億9,580万円

配水池や配水管
などの建設工事に
要した経費
74.1%

7億8,474万円

借入金の元金返済
25.9%

2億7,423万円
負担金・その他

6.2%
1,664万円

補助金
0.8%
205万円

国などからの
借入金
93.0%

2億5,000万円

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。
※収入が支出に対して不足する７億9,028万円は
　減価償却費などの内部留保資金などで補いました。

配水池や配水管などの建設工事に要した経費

収益的収支
家庭や事業所へ水を

お届けして料金をいただく
営業活動による収入と支出

収入
16億

2,852万円

支出
14億

8,057万円

資本的収支
水道施設の建設や

改良工事に関する収入と支出

収入
2億

6,869万円

支出
10億

5,897万円

会計決算

会計決算

病院事業

水道事業

市民の皆さん
に信頼される

病院に

生活も
ウイルス予防も

蛇口から
（本年度の水道週間標語）

全
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

医
療
の
質
と
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
粛
傾

向
に
よ
る
受
診
控
え
な
ど
に
よ
り
、
全
て

に
お
い
て
減
少
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
地
域
医
療
支
援

病
院
と
し
て
、
地
域
の
診
療
所
と
連
携
を

取
り
、
役
割
分
担
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

で
、
病
診
連
携
が
図
ら
れ
、
地
域
全
体
の

医
療
の
質
の
向
上
及
び
専
門
的
な
医
療
の

提
供
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
地
域
医
療
の
基
幹
的
施
設

と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
医
療

水
準
の
一
層
の
向
上
と
病
院
経
営
の
健
全

性
を
保
ち
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
、
医
療
機
能
の
整
備
や
医
療
ス
タ

ッ
フ
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
は
水
道
の
使
用
料
金
を
主
な

財
源
と
し
て
独
立
採
算
で
経
営
を
し
て
い

ま
す
。

令
和
２
年
度
の
水
道
料
金
収
入
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

人
流
制
限
や
節
水
意
識
の
浸
透
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
前
年
度
比
７
５
５
５
万
円

（
５
・
13
％
）
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
経

費
の
縮
減
な
ど
経
営
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
７
９
４
５
万
円
の
純
利
益
を

捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
水
質

管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
を
推
進
し
、

水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

病院事業の推移と概況
令和元年度 令和２年度

診療科目数（科） 20 20 
一般病床数（床） 250 250 
稼動病床数（床） 248 248 
病床利用率（％） ※対稼動病床率 78.2 68.3 
入院患者数（延べ・人） 71,556 62,290
外来患者数（延べ・人） 120,219 108,000
救急患者数（延べ・人） 6,734 5,672

水道事業の推移と概況
令和元年度 令和２年度

行政人口（人） 68,150 67,396 
給水人口（人） 58,637 57,727 
普及率（％） 86.0 85.7 
年間有収水量（万㎥） 865 825 
有収率（％） 73.3 71.0 
供給単価（円/㎥） 156.4 153.8 
給水原価（円/㎥） 151.2 148.4 
水道料金決算額（万円） 147,135 139,580 

問健康推進課
☎ 32-1631

問水道課
☎ 32-1831
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▼
続
い
て
、

　
令
和
３
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）
の

　
　

執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
！

【支　出】
款名 支出済額

予算額 執行率
民生費 38億1,889万円

100億8,538万円 37.9%
衛生費 18億1,119万円

40億3,873万円 44.8%
総務費 11億5,642万円

33億7,112万円 34.3%
土木費 14億9,589万円

30億2,295万円 49.5%
教育費 11億8,676万円

29億2,037万円 40.6%
公債費 12億2,549万円

24億9,769万円 49.1%
観光商工費 4億7,158万円

13億5,758万円 34.7%
消防費 7億7,810万円

11億3,955万円 68.3%
農林水産業費 5,740万円

1億7,346万円 33.1%
その他 1億9,904万円

3億9,095万円 50.9%
合計 122億   76万円

289億9,778万円 42.1%

【収　入】
款名 収入済額

予算額 収入率
市税 65億7,674万円

99億4,888万円 66.1%
国庫支出金 21億5,464万円

47億9,124万円 45.0%
地方交付税 28億7,301万円

30億円 95.8%
市債 0円

27億1,860万円 0.0%
県支出金 1億3,662万円

18億2,075万円 7.5%
地方消費税交付金 8億6,185万円

15億円 57.5%
使用料及び手数料 3億1,405万円

6億6,525万円 47.2%
その他 13億1,549万円

45億5,306万円 28.9%
合計 142億3,240万円

289億9,778万円 49.1%

【一般会計】

会計名 収入済額 収入率

予算額 支出済額 執行率

競輪事業 60億    284万円 34.0%

176億4,350万円 56億 　72万円 31.7%

国民健康保険事業 37億6,468万円 43.5%

86億6,273万円 33億5,548万円 38.7%

土地取得 1,303万円 50.1%

2,600万円 1,296万円 49.8%

霊園事業 1,123万円 27.4%

4,100万円 1,066万円 26.0%

介護保険事業 34億5,541万円 41.0%

84億2,800万円 36億2,762万円 43.0%

後期高齢者医療 11億7,244万円 53.9%

21億7,700万円 10億4,321万円 47.9%

合計 144億1,963万円 39.0%

369億7,823万円 136億5,065万円 36.9%

【特別会計】

会計名
収入予算額 支出予算額

収入額 支出額

下
水
道
事
業

収益的
収支

16億9,820万円 16億2,219万円

9億5,293万円 3億3,703万円

資本的
収支

7億1,557万円 12億7,440万円

 1億4,544万円 5億  412万円

水
道
事
業

収益的
収支

16億4,224万円 15億3,808万円

 7億  161万円 4億7,057万円

資本的
収支

2億7,266万円 11億7,608万円

656万円 6億3,590万円

病
院
事
業

収益的
収支

4億3,711万円 3億8,642万円

1,223万円 3,308万円

資本的
収支

1億  250万円 1億6,205万円

990万円 8,072万円

【企業会計】
会計・市債名 金額

一般会計 241億8,863万円

　臨時財政対策債 139億3,856万円

　土木債 38億7,794万円

　民生債 16億1,895万円

　住民税等減税補塡債 1億 　69万円

　水道事業出資債 6億3,068万円

　その他 40億2,181万円

特別会計 1億1,531万円

　土地取得債 1億1,531万円

企業会計 199億7,815万円

　下水道事業債 115億6,105万円

　水道事業債 51億2,215万円

　病院事業債 32億9,495万円

合計 442億8,209万円

【市債】（市が借りているお金）

市税収入済額の内訳
・固定資産税� 34 億 7,526 万円
・市　民　税� 18 億 5,382 万円
・都市計画税� 7 億 3,435 万円
・そ　の　他� 5 億 1,331 万円

※　 一般会計においては、前年度からの
繰越明許費 7 億 7,599 万円と事故
繰越し 785 万円を含みます。

※　 特別会計においては、収入支出とも
予算額は同額です。

※　 支出済額が収入済額を超える額は他
会計のお金で立て替えています。

※　 支出額が収入額を超える額は損益勘
定留保資金などで補っています。

市の財産
土　　　地　　� 805 万 3,315.39㎡
建　　　物� 28 万 3,520.76㎡
積　立　金� 94 億 3,078 万円
貸付金など� 4 億 9,690 万円

市の概要（令和３年 9月 30日現在）

　　面　積� 124.02k㎡
　　人　口� 6 万 7,231 人
　　世帯数� 3 万 5,568 世帯
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健康
    ひろば
健康
    ひろば

子 

育 

て

母
子
保
健
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
対
象
者
や
受

付
時
間
を
個
別
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
会
場
、
受
付
時
間
、
持
ち
物

に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
(32)
１
５
８
２

プ
レ
マ
マ
プ
レ
パ
パ
教
室

マ
タ
友
マ
マ
友
づ
く
り
や
出
産

前
後
の
マ
マ
と
家
族
の
気
持
ち
の

変
化
、
産
後
す
ぐ
役
立
つ
赤
ち
ゃ

ん
の
あ
や
し
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

対　
象　
妊
婦
と
家
族
（
兄
弟
も

来
場
可
）

日　
時　
12
月
12
日
㈰　
９
時
45

分
～

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

申
込
み　
左
記
へ
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
(32)
１
５
８
２

す
こ
や
か
育
児
教
室

子
ど
も
の
発
達
や
育
児
、
離
乳

食
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

子
育
て
の
相
談
や
身
体
計
測
も
で

き
ま
す
。

対　
象　
令
和
３
年
７
月
、
８
月

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

日　
時　
12
月
17
日
㈮　
９
時
10

分
～

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、バ
ス
タ
オ
ル
、ハ
ン
カ
チ

申
込
み　
12
月
10
日
㈮
ま
で
に
左

記
へ
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
(32)
１
５
８
２

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
養
成
講
座

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
で
は
、
子
育

て
経
験
の
あ
る
先
輩
マ
マ
（
研
修

を
受
け
た
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
）
が

定
期
的
に
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど

も
と
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
悩
み

を
聴
き
、
子
育
て
中
の
親
を
支
援

し
ま
す
。
こ
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ビ

ジ
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
の
子
育
て
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

会　
場　
市
役
所
ほ
か

費　
用　
無
料

内　
容　

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
の
内
容
と
意

義
を
学
ぶ

・
子
供
の
理
解

・
家
族
と
は
何
か
、
親
と
は
何
か

・
傾
聴
の
意
義
と
方
法

・
家
庭
で
活
動
す
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト

・
家
庭
の
中
で
活
動
す
る　
傾
聴

と
協
働
の
実
際

・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
修
了
テ
ス
ト

・
修
了
式
、
登
録
、
交
流
会

・
修
了
後
の
個
別
面
接　
　
ほ
か

申
込
み　
令
和
４
年
１
月
14
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
。

※
で
き
る
だ
け
全
て
の
講
座
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
講
座
の
時
間
な
ど
の
詳
細
は
電

話
で
左
記
へ
。

問
い
と
う
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ゆ
う

☎
(55)
７
６
６
７

健
　 

康

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

強
制
で
は
な
く
、
本
人
の
同
意
が

必
要
で
す
。
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
接
種
で
き
な
い
人
も
い

ま
す
。
職
場
や
周
り
の
人
な
ど
に

接
種
を
強
制
す
る
こ
と
や
、
接
種

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

職
場
や
学
校
で
差
別
的
な
扱
い
を

す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

市
の
集
団
接
種
や
か
か
り
つ
け

医
で
の
個
別
接
種
が
終
了
し
た
後

に
接
種
を
希
望
す
る
人
（
今
後
12

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
を
含

む
。）
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
各
種
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
９
時
～

16
時
）

☎
(29)
６
５
６
７

お
い
し
く
楽
し
く
減
塩
講
座

対　
象　
70
歳
ま
で

日　
程　
令
和
４
年
１
月
６
日
㈭

時　
間　
①
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
②
13
時
～
14
時
30
分

※
①
と
②
は
同
じ
内
容
で
す
。

会　
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ひ

ぐ
ら
し
会
館

定　
員　
各
時
間
先
着
20
人

受
講
料　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装

申
込
み　
実
施
日
の
３
日
前
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ
。

内　
容　
お
い
し
く
減
塩
す
る
方

法
に
つ
い
て
の
講
話
と
、
実
践

し
や
す
い
運
動

問
健
康
推
進
課

☎
(32)
１
６
３
０

健診・教室 日　程
１歳６か月児

健康診査 15日（水）

２歳児
健康教室 23日（木）

３歳児
健康診査  8日（水）

日にち 時　間
1月 25日（火） 10時～15時
2月  1 日（火） 10時～15時
2月  7 日（月）9時30分～15時30分
2月 15日（火） 10時～16時
2月 22日（火） 10時～15時
3月  1 日（火） 10時～16時
3月  8 日（火） 10時～15時
3月 15日（火） 10時～正午
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広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

男
性
限
定
の
運
動
教
室

対　
象　
概
ね
75
歳
ま
で
の
男
性

日
程
・
会
場
・
内
容

・
12
月
14
日
㈫　
市
役
所
５
階
中

会
議
室　
体
力
測
定
、
ス
ト
レ

ッ
チ
法

・
令
和
４
年
１
月
18
日
㈫　
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ひ
ぐ
ら
し
会
館　

柔
軟
体
操

・
令
和
４
年
２
月
15
日
㈫　
市
役

所
２
階
中
会
議
室　
筋
ト
レ
方

法
、
筋
肉
量
測
定

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す

が
、
運
動
効
果
を
高
め
る
た
め
、

全
日
程
の
参
加
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

時　
間　
10
時
～
11
時
30
分
（
受

付
９
時
40
分
～
）

定　
員　
先
着
10
人
程
度

講　
師　
健
康
運
動
指
導
士　
岡

田
学
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
代
表
）

受
講
料　
無
料

申
込
み　
実
施
日
の
前
日
ま
で
に

左
記
へ
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
な
ど
に
よ
り
、
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
推
進
課

☎
(32)
１
６
３
０

女
性
の
た
め
の

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
は
骨
量

が
減
少
し
た
り
、
骨
の
質
が
劣
化

し
た
り
し
て
骨
が
弱
く
な
る
病
気

で
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と

少
し
の
は
ず
み
で
転
ん
だ
場
合
で

も
骨
折
し
や
す
く
な
り
、
将
来
寝

た
き
り
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

特
に
女
性
は
閉
経
に
よ
っ
て
骨
量

が
急
速
に
減
少
し
ま
す
。
骨
粗
し

ょ
う
症
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
く
、
痛
み
が
な
い
ま
ま
に

静
か
に
進
行
し
ま
す
。
骨
粗
し
ょ

う
症
の
早
期
発
見
に
は
、
定
期
的

な
検
診
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
骨
量
減
少
を
抑
制
す
る

た
め
に
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
も
大
切
で
す
。

対　
象　
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

70
歳
に
な
る
女
性

※
対
象
の
人
に
は
、
11
月
に
案
内

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

【
個
別
検
診
】

12
月
22
日
㈬
ま
で
に
直
接
実
施

医
療
機
関
へ
。

【
検
診
車
で
の
集
団
検
診
】

日
程
と
会
場

・
令
和
４
年
１
月
26
日
㈬
…
市
役

所　
・
令
和
４
年
１
月
27
日
㈭
…
八
幡

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定　
員　
各
会
場
先
着
45
人
程
度

※
次
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
今
年
度
す
で
に
医
療
機
関
で
市

の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
診

済
み
の
人

・
現
在
骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
を

し
て
い
る
人

・
現
在
妊
娠
中
の
人

費　
用　
自
己
負
担
金
５
０
０
円

申
込
み　
12
月
15
日
㈬
ま
で
に
左

記
へ
。

問
健
康
推
進
課

☎
(52)
３
０
０
５

市
保
健
委
員
連
絡
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

保
健
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
、
健
康
で
幸
せ
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
行
政
と
市
民
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
動
し
、
地
域
に
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

保
健
委
員
は
、
町
内
会
長
が
選
出
、

区
長
の
推
薦
に
よ
り
市
長
が
委
嘱

し
、
現
在
92
人
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

【
具
体
的
な
活
動
】

①
各
種
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

（
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
、
検
診
を
受
診
し
、

病
気
を
予
防
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。）

②
離
乳
食
教
室
や
幼
児
の
健
康
相

談
会
で
、
保
護
者
が
離
乳
食
の

勉
強
や
育
児
の
相
談
を
し
て
い

る
間
、
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話

を
し
、
遊
び
相
手
に
な
る
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

③
三
角
巾
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な

ど
の
救
急
法
を
、
地
域
で
普
及

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に

備
え
て
知
っ
て
お
く
べ
き
情
報

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
健
康
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
に
、
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に

還
元
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

昨
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め
、

三
密
を
避
け
た
活
動
を
模
索
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
委
員
活
動
を
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

昨
年
度
か
ら
「
保
健
委
員
ウ
イ
ー

ク
」
の
期
間
を
３
月
に
設
け
、
今

ま
で
の
保
健
委
員
活
動
を
市
役
所

で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
適
応
し
た
保
健
委
員

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
健
康
推
進
課

☎
(32)
１
５
８
３
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市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

i
12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

住
み
よ
い
地
球
を
守
る
た
め
に
、

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

・
電
気
や
暖
房
器
具
を
必
要
以
上

に
使
わ
ず
省
エ
ネ
を
心
掛
け
る
。

・
自
家
用
車
の
使
用
を
減
ら
し
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
。

・
ご
み
の
減
量
の
３
Ｒ

①
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）

②
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

③
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
）

を
心
掛
け
る
。

問
環
境
課

☎
(32)
１
３
７
４

i
12
月
は

消
費
者
被
害
防
止
月
間

年
末
は
慌
た
だ
し
い
時
期
。
契

約
を
す
る
前
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
商
品
購
入
の
際
に
は
本
当
に

必
要
か
考
え
、
周
り
の
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
と
な

り
、
契
約
に
対
し
て
の
責
任
を
負

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
費

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
未

成
年
の
う
ち
か
ら
契
約
に
関
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
も
し
、
契
約
や
買
い
物
で

困
っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
家
族
や

警
察
、
各
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
(52)
３
３
６
２

伊
東
警
察
署

☎
(38)
０
１
１
０

i
12
月
４
日
～
10
日
は

第
73
回
人
権
週
間

「
誰
か
」
の
こ
と　
じ
ゃ
な
い
。

人
権
と
は
「
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
つ
権
利
」
で
あ
り
、
誰
に

と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な
も
の
、

違
い
を
認
め
合
う
心
に
よ
っ
て
守

i
12
月
15
日
～
31
日
は

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

車
を
運
転
す
る
際
は
、
十
分
な

車
間
距
離
を
保
ち
、
法
定
速
度
を

遵
守
す
る
こ
と
で
追
突
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。
あ
お
り
運
転
や

無
理
な
車
線
変
更
の
繰
り
返
し
は

非
常
に
危
険
で
す
。
時
間
と
心
に

余
裕
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
、

無
事
故
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
安
全
を　
つ
な
げ

て
広
げ
て　
事
故
ゼ
ロ
へ

問
危
機
対
策
課

☎
(32)
１
３
６
１

i
勤
労
者
教
育
資
金
貸
付

制
度

市
内
在
住
の
勤
労
者
又
は
そ
の

家
族
が
大
学
・
高
校
・
専
門
学
校

な
ど
に
進
学
す
る
た
め
に
要
す
る

費
用
と
し
て
利
用
で
き
る
融
資
制

度
で
す
。

融
資
金
額　

学
生
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
ま
で

返
済
期
間　
10
年
以
内
（
最
長
６

年
６
か
月
間
の
元
金
据
置
返
済

可
能
）

対　
象　
市
内
に
１
年
以
上
居
住　

し
、
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
お

り
、
前
年
年
収
が
１
千
万
円
以

下
の
人
。

受
付
期
間　
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
（
期
間
内
に
融
資
で
き
る

人
）

受
付
総
枠　
６
０
０
０
万
円
（
総

枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

と
な
り
ま
す
。）

※
諸
条
件
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
説
明
書
や
試
算
表
は
静

岡
県
労
働
金
庫
伊
東
支
店
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
静
岡
県
労
働
金
庫
伊
東
支
店

☎
(37)
６
１
３
５

産
業
課

☎
(32)
１
７
３
４

ら
れ
る
も
の
で
す
。

人
権
が
傷
つ
け
ら
れ
苦
し
ん
で

い
る
人
が
い
ま
す
。「
誰
か
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て

目
を
向
け
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、

虐
待
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
毎
月
第
１
木
曜
日
（
１

月
を
除
く
。）　
13
時
～
15
時

会　
場　
市
役
所
会
議
室
な
ど

問
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
(52)
３
０
０
２

広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。
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i
男
女
共
同
参
画
講
演
会

『�

東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
ま
で

の
取
組
に
つ
い
て
』

日　
時　
12
月
14
日
㈫　
13
時
開

演
場　
所　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

定　
員　
１
０
０
人

費　
用　
無
料

講　
師　
菅
野
典
雄
氏
（
元
福
島

県
飯
舘
村
村
長
）　

重
岡
建
治

氏
（
彫
刻
家
）

問
生
涯
学
習
課

☎
（３２）
１
９
６
１

i
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
小
川
連
合
町

内
会
が
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

し
、
祭
典
用
山
車
修
繕
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
伝
統

あ
る「
小
川
連
合
町
内
会
の
祭
典
」

を
安
全
に
運
営
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
一
層
の
推
進
を
期
待
し

ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

☎
(32)
１
９
６
１

i
都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
関
す

る
都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
意
見
の
あ
る
人
は
、
意

見
書
を
提
出
（
持
参
又
は
郵
送
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　
間　
12
月
10
日
㈮
～
24
日
㈮

意
見
書
提
出
締
切　
12
月
24
日
㈮　

17
時
15
分
必
着

問
市
都
市
計
画
課

☎
(32)
１
７
８
１

県
庁
都
市
計
画
課

☎
０
５
４（
２
２
１
）３
０
６
２

[
自
己
搬
入
（
処
理
施
設
へ
の
持

ち
込
み
）]

・
も
え
る
ご
み
…　
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー　
☎

(35)
０
５
３
０

・
も
え
な
い
ご
み
…
御
石
ヶ
沢
清

掃
工
場
、
御
石
ヶ
沢
最
終
処
分

場　
☎

(47)
２
６
７
５

※
年
内
は
12
月
30
日
㈭
ま
で
、
年

明
け
は
１
月
４
日
㈫
か
ら
と
な

り
ま
す
。

※
８
時
30
分
～
正
午
・
13
時
～
16

時
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
搬
入
す
る
と
き
は
カ
ン
、
び
ん
、

金
属
な
ど
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

☎
(32)
１
３
７
１

i
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集

と
自
己
搬
入
の
受
付

[
収
集
]

・
12
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭
・
１
月

４
日
㈫
は
、
も
え
る
ご
み
を
収

集
し
ま
す
。
収
集
時
間
が
通
常

収
集
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
午
前
８
時
30
分
ま
で

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
12
月
31
日
㈮
～
１
月
３
日
㈪
は

収
集
し
ま
せ
ん
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
通
常
収
集
は
１
月
５
日
㈬
か
ら

行
い
ま
す
。

月　日 12月29日（水） 12月31日（金） 1月4日（火）30日（木） 〜1月3日（月）
もえるごみ ○ × ○

もえないごみ × × ×

月　日 12月29日（水） 12月31日（金） 1月4日（火）30日（木） 〜1月3日（月）
もえるごみ ○ × ○

もえないごみ ○ × ○

対象となる
都市計画道路 宇佐美駅前通線

宇佐美八幡中里線
伊東駅伊東港線

芹田大原線

縦覧場所 県庁都市計画課
市都市計画課 市都市計画課

意見書
提出先

県庁都市計画課
〒420-8601
静岡市葵区追手町9-6 市都市計画課

〒414-8555
大原2丁目1-1市都市計画課

〒414-8555
大原2丁目1-1

収集

自己搬入（処理施設への持ち込み）
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i
地
域
防
災
訓
練

12
月
５
日
㈰
は
「
地
域
防
災
の

日
」
で
す
。
各
自
主
防
災
会
が
実

施
す
る
訓
練
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上

で
参
加
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。
日
時
、
内
容
、
場
所
は

回
覧
板
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
防
災
力　
高
め
て

広
が
る　
地
域
の
輪

訓
練
想
定　
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
震
度
６
強
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
、
沿
岸
部
に
大
津
波

が
来
襲
す
る
な
ど
市
内
全
域
に

大
き
な
被
害
が
発
生
。

※
12
月
５
日
㈰
の
午
前
９
時
に
同

報
無
線
で
訓
練
放
送
と
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

問
危
機
対
策
課

☎
(32)
１
３
６
２

i
令
和
４
年
確
定
申
告

市
役
所
会
場

令
和
３
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書

作
成
・
相
談
の
会
場
は
、
熱
海
税

務
署
の
み
と
な
り
ま
す
。
市
役
所

会
場
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

熱
海
税
務
署
で
の
開
催
期
間
や

相
談
体
制
、
市
役
所
へ
の
投
函
箱

の
設
置
（
確
定
申
告
書
の
提
出
の

み
）
な
ど
の
詳
細
は
、
決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

個
人
市
県
民
税
の
申
告
は
、
例

年
同
様
市
役
所
課
税
課
で
受
け
付

け
ま
す
。
確
定
申
告
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
熱
海
税
務
署
へ
。

問
熱
海
税
務
署

☎
(81)
３
５
１
５

市
課
税
課

☎
(32)
１
２
７
１

i
火
災
予
防
普
及
啓
発

ポ
ス
タ
ー
が
完
成

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
管
内
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
、
火
災
予
防

と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性

を
訴
え
、
火
災
及
び
火
災
に
よ
る

死
傷
者
の
減
少
を
目
的
と
し
、
火

災
予
防
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作

製
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
は
吉
本
興

i
消
防
団
の
活
動

消
防
出
初
式

消
防
団
は
、
消
火
活
動
や
風
水

害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
団
員
は
、
市
内

に
居
住
す
る
住
民
で
構
成
し
、
市

内
17
個
分
団
で
４
９
４
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
冬
期
に

i
年
末
調
整

�[
年
末
調
整
の
注
意
事
項
]

①
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
今
年
１

年
間
の
正
確
な
収
入
金
額
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
扶
養
控
除

の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
は
、

16
歳
以
上
の
人
（
令
和
３
年
分

の
場
合
、
平
成
18
年
１
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
す
。

は
、
団
員
が
消
防
車
や
徒
歩
で
地

域
を
巡
回
し
、
火
災
の
警
戒
に
あ

た
る
た
め
夜
警
（
12
月
26
日
㈰
～

２
月
25
日
㈮
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

[
消
防
出
初
式
]

日
に
ち　

令
和
４
年
１
月
10
日

（
月・祝
）

内　
容

・
９
時
～　
式
典
（
観
光
会
館
）

・
10
時
20
分
頃
～　

分
列
行
進

（
観
光
会
館
海
側
臨
港
道
路
）

※
行
進
中
は
臨
港
道
路
へ
の
一
般

車
両
の
進
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
分
列
行
進
終
了
後　
小
型
動
力

ポ
ン
プ
の
一
斉
放
水
（
耐
震
バ

ー
ス
）

※
荒
天
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
状
況
に
よ
り
、
変

更
・
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
危
機
対
策
課

☎
(36)
３
２
２
２

②
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
勤
務

先
へ「
配
偶
者
控
除
等
申
告
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
所
得
者

本
人
の
合
計
所
得
金
額
に
よ
っ

て
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特

別
控
除
と
も
に
控
除
額
が
細
分

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配

偶
者
特
別
控
除
は
、
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が

48
万
円
超
１
３
３
万
円
以
下
の

場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
年
末
調
整
終
了
後
に
各
種
控
除

額
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
、
令

和
４
年
１
月
末
日
ま
で
は
、
年

末
調
整
の
再
調
整
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
勤
務
先
の
担

当
者
に
再
調
整
を
申
し
出
て
、

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 [
源
泉
所
得
税
な
ど
の
納
付
]

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得

税
徴
収
高
計
算
書
に
よ
る
源
泉
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
電

子
納
税
を
す
る
場
合
に
は
、
利
用

開
始
時
の
電
子
証
明
書
の
事
前
登

録
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
併

用
す
る
と
、
電
子
証
明
書
を
取
得

し
な
く
て
も
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で

納
税
手
続
が
で
き
ま
す
。

問
熱
海
税
務
署

☎
(81)
３
５
２
９

業
株
式
会
社
所
属
の
ト
ー
タ
ル
テ

ン
ボ
ス
藤
田
憲
右
さ
ん
と
大
村
朋

宏
さ
ん
で
す
。

現
在
、
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
管

内
の
商
業
施
設
、
事
業
所
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
掲
示
し
、
火
災
予
防

と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

問
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
５（
９
２
０
）９
１
０
１

i
放
置
自
転
車
の

保
管
に
つ
い
て

伊
東
駅
、
宇
佐
美
駅
前
及
び
宇

佐
美
駅
西
口
の
駐
輪
場
に
長
期
間

置
か
れ
た
ま
ま
の
自
転
車
を
令
和

４
年
１
月
14
日
㈮
ま
で
都
市
計
画

課
で
保
管
し
ま
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

☎
(32)
１
７
８
１
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i
償
却
資
産
の
申
告

市
内
に
土
地
・
家
屋
以
外
の
事

業
用
の
資
産
（
償
却
資
産
）
を
お

持
ち
の
法
人
や
個
人
は
、
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
償
却
資
産
の
申
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
告
書

は
課
税
課
資
産
税
係
（
市
役
所
高

層
棟
２
階
）
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
電
子
申

告
も
利
用
で
き
ま
す
。

提
出
先　
課
税
課
資
産
税
係

申
告
期
限　
令
和
４
年
１
月
31
日

㈪
ま
で
。

問
課
税
課

☎
(32)
１
２
７
７

i
伊
東
温
泉
競
輪

開
設
71
周
年
記
念
競
輪

Ｇ
Ⅲ
「
椿
賞
争
奪
戦
」

場
内
で
は
専
門
解
説
者
に
よ
る

予
想
会
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
よ
る
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
販
売
。
ま

た
、
最
終
日
に
は
軽
自
動
車
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
抽
選
も
行
い
ま
す
。

日　
時　
12
月
16
日
㈭
～
19
日
㈰

会　
場　
伊
東
温
泉
競
輪
場

入
場
料　
無
料
（
特
別
観
覧
席
は

１
０
０
０
円
）

※
駐
車
場
無
料（
約
１
０
０
０
台
）

※
伊
東
駅
か
ら
無
料
バ
ス
も
運
行

し
て
い
ま
す
。

問
公
営
競
技
事
務
所

☎
(37)
４
２
６
０

第
十
七
回
あ
さ
ら
く
ご

若
手
に
よ
る
古
典
落
語
と
新
作

落
語
の
競
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
延
期
と
な
っ
た
９
月
２
日
の

振
替
公
演
で
す
。

日　
時　
12
月
２
日
㈭　
11
時
開

演
会　
場　
観
光
会
館

入
場
料　
１
０
０
０
円（
当
日
券

の
み・
全
席
自
由・
１
階
席
の

み
）

出　
演　
柳
家
あ
お
馬
（
柳
家
小

せ
ん
の
弟
子
）、
三
遊
亭
ぐ
ん

ま
（
三
遊
亭
白
鳥
の
弟
子
）、

柳
亭
市
好（
柳
亭
市
馬
の
弟
子
）

※
来
場
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
振
興
公
社

☎
(37)
７
１
３
５

i
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

受
取
は
12
月
末
ま
で
！

対　
象　
令
和
３
年
４
月
末
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け

取
り
後
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申

し
込
み
、
12
月
末
ま
で
に
チ
ャ
ー

ジ
又
は
買
い
物

を
す
る
こ
と
で

上
限
５
０
０
０

円
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８

※
ダ
イ
ヤ
ル
後
「
５
」
番
を
選
択
。

（
９
時
30
分
～
20
時
）

納付相談会

後期高齢者医療保険料
保険年金課　☎32-1624

夜間： 12月13日(月)、14日(火) 
17時30分〜19時

人口と世帯数

10/31 現在　（　）前月比
人　口　67,192 人（－39）
　男　　31,834 人（－19）
　女　　35,358 人（－20）
世帯数　35,569 世帯（+1）

市水道の平日・休日の修理

水道のトラブルは
市水道センター(☎36-2010)へ
（受付時間：８時 30分～ 22時）
水道本管、一般家庭の水道メー
ターまでの漏水調査と修理手配
を行います。
※なお、水道メーター以降 ( 宅

内側 ) の修理及び排水などの
トラブルは、直接、水道工事
店へ。

献血へお越しの際は身分証明書
をお持ちください。
問社会福祉協議会　☎36-5512

30日（木）
10時〜正午
13時15分〜15時30分
伊東ショッピングプラザ デュオ

今月の
　献血

マイナポイントの申込み方
法は総務省ホームページへ
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みんなの暦
令和3年（2021年）12月（師走） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-6105

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307 か市ホームページでご確認ください。
■内科当番医で小児科を受診する際には、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。年齢によっては受診できないことがあります。
　その場合は伊東市民病院に電話（37-2626）でご相談ください。
■夜間救急医療センターは伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会と伊東市歯科医師会の協力により運営しています。

本 場
場 外

問公営競技事務所　☎36-0120伊東温泉競輪開催日
■ＦⅡミッドナイト　11/30～2　■ＧⅢ　16～19
（昼間）■名古屋ＦⅠ　11/29～1　■松山記念　2～5　■取手ＦⅠ　3～5　■和歌山ＦⅠ　6～8　
■小田原ＦⅠ　9～11　■広島記念　9～12　　■京王閣ＦⅠ（関東カップ）　20～22　
■名古屋ＦⅠ　21～23　■佐世保記念　23～26　■防府ＦⅠ　25～27　
■ＫＥＩＲＩＮ　ＧＰ（静岡）　28～30　
（ナイター）■※豊橋ＦⅠナイター　5～7　■※高知ＦⅠナイター（西日本カップ）　20～22
� ※ＦⅠナイター場外開催時西口前売所のみ発売

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
　　 1 赤口 2 先勝 3 友引 4 大安

伊東駅前朝市
（毎週土・日曜日）
伊東温泉

「夢花火」part3

5 赤口 6 先勝 7 友引
大雪 8 先負 9 仏滅 10 大安 11 赤口

伊東温泉
「夢花火」part4

12 先勝 13 友引 14 先負 15 仏滅 16 大安 17 赤口 18 先勝

伊東温泉
「夢花火」part5

19 友引 20 先負 21 仏滅 22 大安
冬至 23 赤口 24 先勝 25 友引

広報いとう1月号
配布予定日

伊東温泉とっておき
冬花火大会
冬のよさこいソーズ
ラ祭り

26 先負 27 仏滅 28 大安 29 赤口 30 先勝 31 友引

按針メモリアル
花火大会 part1

按針メモリアル
花火大会 part2

按針メモリアル
花火大会 part3

伊東駅前朝市
臨時開催

急病になったら…
夜間救急医療センターへ　☎37-2510
伊東市民病院へ　☎37-2626
各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

■夜間（午後７時～午後11時）は
■深夜（午後11時～午前８時）は
■休日（午前９時～午後５時）は

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科 歯　科
5（日）伊東ヘルスサポート

クリニック　☎ 55-7622
青木クリニック
☎ 45-5115

伊東ヘルスサポート
クリニック　☎ 55-7622

12（日）山本医院
☎ 47-5566

許田医院
☎37-5071

山本医院
☎ 47-5566

19（日）たちばなメディカル
クリニック　☎ 45-4811

たかやす医院
☎ 32-0362

たちばなメディカル
クリニック　☎ 45-4811

26（日）高野医院
☎ 38-2111

城ケ崎やまだクリニック
☎ 53-1201

高野医院
☎ 38-2111

30（木）はぁとふる内科・泌尿器科　
伊豆高原　☎ 53-5000

木村整形外科クリニック
☎ 32-0600

はぁとふる内科・泌尿器科
伊豆高原　☎ 53-5000

南島歯科医院
☎ 44-2618

31（金）やまもプラザファミリー
クリニック　☎ 53-0707

ばすぎ整形外科クリニック
☎ 47-2737

やまもプラザファミリー
クリニック　☎ 53-0707

望月歯科医院
☎ 32-4141

※�新型コロナウイ
ルス感染症拡
大状況により変
更となる場合が
あります。

納期限は12月27日（月）

問収納課　☎32-1291

今月の納税
□固定資産税３期
□国民健康保険税６期
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相談案内 相談日が祝日の場合はお休みです。

相談内容・日時 会場 問い合わせ

●教育相談
月〜金曜日　9時〜16時30分 教育支援センター 教育相談室　☎37-7476

●家庭児童相談　＊要電話予約

月〜金曜日　9時30分〜16時 健康福祉センター 家庭児童相談室　☎37-9667(9時30分〜16時)
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約
17日(金)　13時30分〜14時30分・14時45分〜15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1630

●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）
 8日(水)　10時〜14時30分／杉村労務管理事務所 市役所５階小会議室 その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、

ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-116515日(水)　10時〜14時30分／三島年金事務所 市役所地下会議室
●女性相談

月〜金曜日　 9時〜16時 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●あんしん法律相談　＊要電話予約

第２、第４火曜日　13時30分〜16時30分 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●心配ごと相談

毎週水曜日　13時30分〜16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●補聴器の相談

 3日(金)　14時〜15時30分 観光会館第４会議室
社会福祉課　☎32-153320日(月)　10時〜15時 玖須美温泉会館

21日(火)　10時〜13時 八幡野コミュニティセンター
●身体障がい福祉相談会

 6日(月)　13時30分〜15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195
●知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

 7日(火)、21日(火)　9時30分〜11時30分 市役所１階社会福祉課 いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会　＊要電話予約

 1日(水)　10時〜16時 市役所1階社会福祉課 サポートセンターいとう　☎82-5680
●生活困窮の相談　仕事や生活、家計の悩みを抱え、生活に困っている人はご相談ください。

月〜金曜日　8時30分〜17時15分 市役所1階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　土日休日（年末年始を除く）は10時〜16時の間、消費者ホットライン（188）にて相談を受け付けています。

月〜金曜日　9時〜正午、13時〜16時 市役所低層棟2階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　web会議システムによる相談対応も可能です。　＊要事前予約
 9日(木)　９時30分〜12時30分 市役所３階小会議室 企画課　☎32-1062

■人権相談
   2日(木)　13時〜15時／堀川珠代・三浦秀子 人権擁護委員

■行政相談
16日(木)　13時〜15時／山木勇一・山下えり子 行政相談委員

■行政手続の相談 （建設業許可・産廃関係）
   8日(水)　10時〜正午／行政書士会

■土地家屋調査士会の相談（表示登記・土地測量・隣地境界）
   8日(水)　10時〜正午／土地家屋調査士会

■市民不動産相談 
＊今月はありません。

※新型コロナウイルスの情勢により変更となる場合がありますのでお問い合わせください。相談時にはマスクの着用をお願いします。
　■会場…市役所２階市民課市民生活係　■☎ 52-3002（予約）　　　※都合により相談員が変更となる場合があります。

■法律相談　

   6日(月)　 8時45分〜11時30分／髙橋省吾 弁護士
14日(火)　 8時45分〜11時30分／瀬野俊之 弁護士
21日(火)　 8時45分〜11時30分／東端克博 弁護士
23日(木)　 8時45分〜11時30分／髙山　功 弁護士

■税務相談　＊先着６人
10日(金)　13時〜15時／村木利明 税理士

■登記の相談　＊先着６人
   2日(木)　10時〜正午／秋山佳輝 司法書士

■交通事故相談　＊要電話予約４人　前日15時まで
   7日(火)　10時〜15時／県交通事故相談員
21日(火)　13時〜15時30分／萩原繁之 弁護士

＊要電話予約８人
　受付　12月１日(水)から各回前日15時まで
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今年度は、秋の市民大学講座が新型コロナウイ
ルス感染症対策のため中止となりました。そこで、
広報紙上で片付け講座・終活講座を不定期にお届
けします。

◆ 12 月、さあ片付けよう！◆

12 月は片付けや掃除を最も意識する月です。
片付けと聞くと、整理収納テクニック！　と思

う人も多いでしょうが、師走の片付けでは、「捨て
る」を中心に考えてください。

まずは、お住まいの地域の「12月の不燃ごみ」、「年
末年始のごみ」収集日をしっかり確認し、次に、
片付けの計画化。ざっくりと一週間ごとに「どこ
を攻めるか」をイメージ。「1 年間使わなかったも
の」、「賞味期限切れ」、「壊れたモノ」などをどん
どん捨ててください。本棚や引出し一段ずつから
でも、まずはモノ
を減らすこと。捨
てる選択が難しい
場 合 は「 ま と め
る」、「重ねる」、「よ
ける」からでもＯ
Ｋです。

 ＜片付け講座講師　貫洞若菜＞

内　容　エアロビクス・ストレッチ体操
対　象　市内在住・在勤の人
参加費　２０００円（傷害保険料など）
指導者　社会教育指導員　
持ち物　体育館シューズ・運動のできる服装・バ

スタオル・ダンベルなど
申込み　往復ハガキに氏名・年齢・住所・電話番号・

教室名（コース）を記入し、〒 414-0024　和
田 1-16-1　振興公社「○○会場第３回ウェルネ
ス教室係」まで。
締切り　12 月 17 日（金）必着
※会場を重複した応募はできません。
※応募多数時は抽選です。
※万一けがをした場合は応急処置をしますが、そ

の後の責任は負いません。
※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、日

程変更又は中止の場合があります。

60 カ所以上の世界遺産を、色をテーマに 11
色に分けて紹介する一冊。ページをめくれば、
そこには桃色に染まるタージ・マハルや暗闇
に浮かぶエディンバラ城が。旅行気分を味わ
えます。

ほか児童書も含め、多数購入しています。
としょかん information
■�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、臨時休館となるこ
とや一部サービスを縮小し開館する場合があります。

詳細は伊東図書館ホームページをご確認ください。
https://www.ito.library-town.com/
■今月及び年末年始の休館日
　毎週月曜日、12 月 28 日（火）〜１月３日（月）

『絵本のようにめくる�世界遺産の物語�
色彩の魔術編』

村山�秀太郎　本田�陽子　監修�／�昭文社

主な新着図書のご紹介
書名 著者

１ 虚空へ 谷川 俊太郎
２ ペッパーズ・ゴースト 伊坂 幸太郎
３ 輝山 澤田 瞳子
４ トリカゴ 辻堂 ゆめ
５ 春どきのフレッド伯父さん Ｐ．Ｇ．ウッドハウス
６ ウォーターダンサー タナハシ・コーツ
７ 体育がある 村中 李衣
８ おさるのジョージ　うんどうかいにでる Ｍ．レイ / Ｈ．Ａ．レイ

今月のオススメ図書

としょかんだより

市民大学講座 ウェルネス教室
問生涯学習課　☎32-1961 問振興公社　☎37-7135

問伊東図書館　☎36-7433

会　場 日　程 時　間 回　数 定　員

市民体育
センター

令和4年1月17日〜
3月7日の各月曜日

午前コース
10時〜11時30分

午後コース
13時30分〜15時

計8回

各コース
70人

富戸
コミュニティ

センター

令和4年1月12日〜
3月9日の各水曜日

（2月23日は除く。）
10時〜11時30分 30人

宇佐美
コミュニティ

センター

令和4年1月14日〜
3月11日の各金曜日
（2月11日は除く。）
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事行政の
あらまし
行政の
あらまし人人事

伊東市人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例（平成 17 年伊東市条例第 52 号）に基づき、
職員の数や給与、勤務条件などをお知らせします。
 問秘書課　☎ 32-1171

１ 任免及び職員数に関する状況

３ 給与の状況

２ 人事評価の状況

区分 職員数（人） 対前年
増減数部局 令和２年度 令和3年度

市長事務部局 401 400 △1
議会事務局 6 6 -
監査委員事務局 3 3 -
選挙管理委員会事務局 （4） （4） （-）
教育委員会 171 167 △4
公平委員会事務局 （2） （2） （-）
農業委員会事務局 1（3） 1（3） -（-）
水道企業 13 12 △1

合計
［724］ 595 589 △6

１人当たり平均支給額（令和2年度）　162万円
期末 勤勉

6 月期 1.3月分(0.725)月分 0.95月分(0.45)月分
12 月期 1.25月分(0.725)月分 0.95月分(0.45)月分

計 2.55月分(1.45)月分 1.9月分(0.9)月分

１人当たり平均支給額（令和2年度）　1,806万円
（支給率） 自己都合 早期・定年

勤続 20 年 19.6695月分 24.586875月分
勤続 25 年 28.0395月分 33.27075月分
勤続 35 年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　（2〜45%加算）

職員数（人） 対前年
増減数令和２年度 令和3年度

任期付職員 5 5 -
再任用職員 ― - -
任期付短時間勤務職員 3 5 2
再任用短時間勤務職員 33 42 9
会計年度任用職員（フルタイム） 63 52 △11

⑴　任期の定めのない常勤職員の状況
　　ア　部局別職員数（各年度４月１日現在）

⑴　人件費の状況（令和２年度普通会計決算）
歳出額　351 億 2,862 万円（Ａ）
人件費　51 億 6,669 万円（Ｂ）
人件費比率　14.7％（Ｂ／Ａ）

（前年度比　△ 1.8％）
⑵　給与費の状況（令和２年度普通会計決算）

職員数　531 人（Ａ）
給与費　34 億 799 万円（Ｂ）
職員 1 人当たり給与費　642 万円（Ｂ／Ａ）
※退職手当は除く。職員数は令和３年 3 月 31 日現在

⑶　�諸手当の状況�
ア　期末・勤勉手当（令和３年 4 月 1 日現在）

ウ　その他の手当（令和２年度）

⑷　特別職の報酬など（令和３年４月１日現在）

⑴　�評価区分�
ア　能力評価
　管理職（課長以上）、監督職（係長以上）、一
般職ごとに発揮した能力や行動を評価します。

　　�イ　業績評価�
　個々に設定した目標の達成状況について評価
します。

⑵　評価者区分

⑶　評価方法
ア　期首面談の実施（４月～６月）
　各職員が業績評価における目標設定などをし
た後、評価者と期首面談を実施し、設定した内
容についての摺り合わせなどを行います。

イ　期末面談の実施（２月～３月）
　各職員が期首面談において設定した目標の達
成度について自己評価を実施した後、評価者と
期末面談を実施し、目標達成状況、今後の留意事
項、伸ばすべき能力などについて助言を受け、次
年度に生かしていくことで職員の資質を向上さ
せるとともに、組織の活性化を図っていきます。

※（　）内の数は市長事務部局と兼務の人数で市長事務部局の職員数に含む。
※合計の〔724〕は条例で定めている職員定数

※（　）内は再任用職員

※支給額は令和２年度の退職者35人に支給された平均額

　　イ　採用及び退職の状況
　　　　令和２年度に退職した職員　38 人
　　　　令和３年度に採用した職員　26 人
⑵　�任期の定めのない常勤職員以外の状況�

（各年度４月１日現在）

　　イ　退職手当（令和３年 4 月 1 日現在）

被評価者 評価者 評価確認者
課長補佐以下 課長 部長
課長、次長 部長 副市長

部長 副市長 -

手当名 支給額 支給対象
職員数

支給対象職員
1人当たり

平均支給年額
扶養手当 5,486万円 231人 237,505円
地域手当 235万円 5人 470,711円
住居手当 2,367万円 76人 311,479円
通勤手当 7,333万円 452人 162,232円
特殊勤務手当 209万円 90人 23,235円
時間外勤務手当 9,689万円 555人 174,583円
単身赴任手当 91万円 2人 456,000円
夜間勤務手当 66万円 2人 328,268円
休日勤務手当 1,460万円 555人 26,314円
管理職手当 3,413万円 43人 793,674円
管理職員特別勤務手当 20万円 43人 4,651円

区　分 給料・報酬月額 期末手当

市　長 835,000円 （支給割合）
副市長 727,000円  6月期　1.4月分
教育長 668,000円 12月期　1.5月分

　　 計　2.9月分　※45%加算あり
議　長 423,000円 （支給割合）
副議長 390,000円  6月期　1.6月分
議　員 361,000円 12月期　1.7月分

　　 計　3.3月分　※45%加算あり
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４ 勤務時間その他の勤務条件の状況

９ 研修の状況

10 福祉及び利益の保護の状況

11 公平委員会の業務の状況

６ 分限及び懲戒処分の状況 ７ 服務の状況 ８ 退職管理の状況

５ 休業に関する状況

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38 時間 45 分 8時30分 17時15分 12時〜13時

事　業　名 参加人数 事　業　の　概　要
庁内集合研修 150人 階層ごとに必要な知識の習得や、業務遂行に必要な問題解決能力の向上、公務員倫理の確立を目指す。
派遣研修 17人 専門機関での研修により、高度の専門的知識や技能を習得する。

自治大学校派遣 1人 管理者及び中堅幹部として必要な行政管理の諸問題の解決能力を習得し、管理・監督者としての資質や意識
の向上を図る。

人事交流 2人 県との交流事業により県・市間の情報交換を図るとともに、幅広い知識や視野の拡大を図る。
東京オリンピック・
パラリンピック競技大会
組織委員会派遣

1人 東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けた準備業務を通じ、民間企業や行政団体とのネットワーク
の構築、企画力及び調整力の向上、新しい知識やノウハウの習得を図る。

後期高齢者医療
広域連合派遣 1人 静岡県後期高齢者医療広域連合での業務を通じ、専門的な知識を持つ職員を育成する。

静岡地方税滞納整理機構派遣 1人 静岡地方税滞納整理機構での業務を通じ、専門的な知識を持つ職員を育成する。
特別研修 8人 職員が研修を企画し、行政課題に関わる事項を調査研究することで見聞を広げ、高度な行政運営に資する。

一
般
健
診

男
性

対象人数 315人
受診人数 227人
受 診 率 72.1%

女
性

対象人数 269人
受診人数 198人
受 診 率 70.0%

育児休業 部分休業 育児時短勤務

男性職員 2 0 0
0 0 0

女性職員 10 2 1
11 1 0

合計 12 2 1
11 1 0

総付与日数　　 21,277.8日
総取得日数 4,723.8日
対象職員数 574人

平均取得日数 8.2日

⑴　勤務時間の状況（一般職員の標準的なもの）

⑴　職員研修の実施状況（令和２年度）

⑴　育児休業などの取得者数（令和２年度）

※ 上段は令和２年度に新たに取得した人、下段は令和元年度以
前から引き続き取得している人の数

⑵　年次有給休暇の取得状況（令和２年）

⑴　定期健康診断の実施状況（令和２年度）

⑴　�勤務条件に関する措置の要求の状況�
（令和２年度）

　　該当なし

⑴　分限処分者数
　職員がその職務を十分に果
たし得ない場合などに、本人
の意に反して行う処分です。
例えば、６か月を超える病気
療養の際に行います。
令和２年度に休職処分を受け
た職員　５人

⑵　懲戒処分者数
　職員の一定の服務義務違反
に対して、道義的責任を追及
するために行う処分です。
令和２年度に懲戒処分を受け
た職員　１人

　職員には地方公務員法の規定に
より、次のような職務上の義務が
あります。
・ 法令等及び上司の職務上の命令

に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等の従事制限

　退職管理の適正の確保を目的と
して、伊東市職員の退職管理に関
する条例（平成 28 年伊東市条例
第 25 号）を定め、同条例において、
課長級以上の職にあった人で営利
企業などに就職した人は、届出書
を提出することとしています。
　令和２年度に課長級以上で退職
した人で、届出書の提出はありま
せんでした。

⑵　公務災害などの申請状況（令和２年度）
　　公務災害申請件数　14 件
⑶　その他主な福利厚生事業の概要（令和２年度）

　職員の勤務条件と業務効率の向上のため現業
的業務に従事する職員に作業服などを貸与しま
した。被服費　212 万円

⑵　�不利益処分に関する不服申立ての状況�
（令和２年度）

　　該当なし

※保育園、夜間救急医療センター、図書館などは変則勤務
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アイドルアイドル登場登場

誰もが多様性を認め合い、自らの望む活躍を実現することができるまちへ
 ㉄市民課市民生活係　☎ 52-3002
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男女が共に支え助け合う防災体制づくりに向けて（最終回）

地域のみんなが参加する防災訓練のポイントは？
■ 男女が共に参画する防災訓練を定期的に実施

・多様な人々が参加しやすいよう平日昼間、夜間、休日などいろいろな時間帯に実施する。
・地域の女性団体、市民団体、学校、保育所や企業などと連携する。

■ 女性や子ども・若者が参加しやすい工夫を
・女性や、小学生、中学生、高校生、大学生などが興味を持ちやすく参加しやすい内容の訓練を行う。

■ 高齢者、障害のある人や外国人などの参加
・多様な人々のニーズに配慮した訓練を実施する。

■�役割を性別で固定しない
・「機器操作は男性、炊き出しは女性」などと決めつけないで、柔軟に役割分担をする。

■ 備蓄品や防災資機材選びはさまざまな人の視点を反映
・女性や乳幼児、介護者などのニーズも把握し、備蓄品を選定する。
・誰もが使いやすい防災資機材を用意する。

■ 避難所のシミュレーションを
・避難所の配置を考えたり、防災資機材を性別や年齢を問わず、多くの人が実際に使えるよう訓練を実

施する。

■ 地域防災指導員などを活用
・地域にいる、地域防災指導員や防災士、防災マイスターなど、防災の知識を持ったさまざまな人たち

と連携して、防災訓練の企画や訓練時の指導、自主防災活動の支援をしてもらう。

【参考：県男女共同参画課作成　男女が共に支え助け合う防災体制づくりに向けて（男女共同参画の視点からの防災手引書ダイジェスト版）】

今月の今月の
健康レシピ健康レシピ

学校給食シリーズ 69（学校給食センター）
「ビーフシチュー」

●栄養価（１人分）
エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 塩分

217kcal 13.6g 9.2g 30mg 1.9g

●作り方
①にんにく、パセリはみじん切り、玉ねぎ、にんじん、じゃがいも

は乱切りにします。
②鍋に油を入れ、にんにくを香りが出るまで炒め、玉ねぎを加えさ

らに炒めます。続いて牛肉、にんじん、じゃがいもの順に加えて
炒め、水、コンソメ、赤ワインを加えて煮ます。

③小麦粉とバターをじっくり炒め、茶色く色づいてきたら１／ ４量
のケチャップを加え、ブラウンルーを作ります。

④②の野菜が柔らかくなったら、③と残りの調味料を加えて煮込み
ます。最後にパセリを加え、味を調えて仕上げます。

●材料（２人分）
牛肉角切り 100g
にんじん 1／4本
にんにく 1／3片

【調味料】
油 小さじ1／2
コンソメ 1／2個
小麦粉 小さじ2
バター 大さじ1／2
デミグラスソース 大さじ1
しょう油 小さじ1／2

（

玉ねぎ 1／2個
じゃがいも 1／2個
パセリ 1／2本

水 200㏄
赤ワイン 小さじ1
ケチャップ 大さじ3
砂糖 小さじ1／2
中濃ソース 小さじ1
塩 1.2g

１２月５日は
「地域防災の日」

（右から）


